
一般社団法人 一関青年会議所

「遂げずばやまじ」刊行の由来について
　 日本に誇る学者を輩出した郷土一関の名門大槻家。その中でひときわ輝く大槻玄沢、

磐渓、文彦の三代には、いかにも東北のこの地に根ざしたひとつの誠語が受け継がれ

たという。その言葉はこういましめる「およそ事業は、みだりに興すことあるべからず。

思いさだめて興すことあらば、“遂げずばやまじ”の精神なかるべからず」と。

　 私達は常にこの精神を忘れずに明るく豊かな社会を目指して活動を続け、この機関

誌「遂げずばやまじ」を刊行し続けています。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に

あ
た
り
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
日
頃
は
私
ど
も
一
般

社
団
法
人
一
関
青
年
会
議
所

の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
青
年
会
議
所
は
「
明
る

い
豊
か
な
社
会
」
の
実
現
に

向
け
１
９
５
５
年
10
月
９
日

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

情
熱
と
志
を
持
っ
た
諸
先
輩

方
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
と
伝
統
と
共
に
61
年
の

長
き
に
渡
り
活
動
を
し
て
参

り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
足
利
理
事
長
の

も
と
『
新
し
き
一
歩
を
踏
み

出
す
開
拓
者
た
れ
』
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
一
年
間
地
域

の
皆
様
に
ご
協
力
と
ご
支
援

を
頂
き
、
地
域
の
課
題
に
本

気
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。
８
月
に
は
、
恒
例
の
一

関
夏
ま
つ
り
『
二
代
目
時
の

太
鼓
大
巡
行
の
主
管
』
『
子
供

七
夕
み
こ
し
の
運
営
』
９
月

に
は
、
大
東
町
大
原
に
お
き

ま
し
て
『
君
が
ト
レ
ジ
ャ
ー

ハ
ン
タ
ー
だ
！
〜
一
関
の
お

宝
、
再

発

見

〜
』
と

題

し
、

市
内
の
小
学
４
、
５
、
６
年

生
を
対
象
に
、
ト
レ
ジ
ャ
ー

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
宝
探
し
）
、

学
び
、
味
わ
う
郷
土
の
魅

　　2016年度の青少年事業は、一関市内各地域から集まった31名の小学生（4，5，6年生）の参加を頂き、10月1日（土）、2日（日）に一泊二日で一関市大東町大原地内にて事業を行いました。この事業は、
子供たちがともに一関の奥深い魅力を知り、探求心を持って学ぶことで、地域を超えた友情を育み、また故郷を誇りに思い、その魅力を発信していく次世代のリーダーを育てることを目的として実施致しました
。具体的な内容としては、1日目の「トレジャーハンティングで、大原の歴史に準えた宝の地図をもとに、町中各所に隠されたヒントを頼りに謎を解き、また大原という町の持つ魅力を集めながら、宝探しを行いま
した。2日目には「学び味わう郷土の魅力」と題して、郷土の食材を用いて、郷土料理のがんづき、はっと汁を由来や食材を学びながら作り、味わいました。2日間のまとめとして、事業に参加した感想や大原の
街や郷土食に感じた魅力について、壁新聞にまとめて、最後に父兄の前で発表致しました。この壁新聞は、後日、大原市民センターでの文化祭等で掲示し、多くの市民の皆さまにご覧頂きました。
  開会式では恥ずかしがっていた子供たちですが、2日間互いに協力し合いながら活動することで、解散式では堂々と自分の意見を発表していました。参加した子供たちからは、「今度は家族を連れて大原に
来たい。」「また来年も参加したい。」といった声が聞かれました。子供たちとの触れ合いを通して私たち自身も地域を牽引していく志を新たにしました。
　　ご協力を頂きました大原の皆さまには、この場を借りて改めて御礼申し上げます。青年会議所では、2017年度も小学生を対象とした青少年育成事業を開催する予定ですので、多くの皆さまのご参加をお
待ちしております。

（
は
っ
と
、
が
ん
づ
き
作
り
）

を
行
い
、
子
供
た
ち
の
絆
の

醸
成
と
、
未
来
の
一
関
を
盛

り
上
げ
て
い
く
次
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
と
す

る
事
業
を
開
催
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
本
年
は
、
『
ガ
ム
シ
ャ
ラ

に
！
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
一
関
市
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
自
信
を
も
っ
て
誇
れ
る

ま
ち
、
心
が
通
い
合
い
支
え

合
う
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る

た
め
、
ま
ず
、
私
た
ち
自
身

が
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し
、

市
内
全
域
に
積
極
的
に
目
を

向
け
事
業
を
展
開
し
て
参
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
当
青
年
会

議
所
開
催
を
予
定
し
て
い
る

様
々
な
事
業
を
よ
り
多
く
の

皆
様
に
広
く
知
っ
て
頂
く
た

め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
活
用
し
た
対
外
広
報
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様

か
ら
我
々
の
事
業
に
対
し
て
、

ご
意
見
を
頂
戴
で
き
ま
し
た

ら
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
結
び
と
な
り
ま
す
が
、
皆

様
に
は
今
後
も
一
関
青
年
会

議
所
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
１
年
間
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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長

　我々青少年育成委員会は、子供たちが

新たな仲間と出会い、絆を紡ぎ、そして

我々の誇るべき郷土一関の素晴らしさを

子供たちに発見してもらう事業を行いた

いと考えています。それと共に笑顔が、

人生に於いて必要な前向きな考えにつな

がるという事を子供たちに学んで欲しい

と願っております。また、青少年育成事

業が委員会メンバーだけでは成り立たな

い事業と考えていることからメンバーと

の絆も深め、メンバー一丸となって笑顔

溢れ、笑顔の大切さを学ぶ事業を展開し

ていきたいと思っております。また私が

2012 年に一関青年会議所に入会して以

来、青少年事業は 2017 年度で 4 回携わ

らさせてさせて頂くことになります、今

までの先輩方々を見習い先輩方々に負け

ぬ事業を行います。

　最後に一年間、次世代を担う子供たち

の笑顔をガムシャラに追いかけます。

畠山武将

青少年育成事業「君がトレジャーハンターだ！～一関のお宝、再発見～」

青少年育成委員会

委員長 小山裕貴
社会開発委員会

委員長 浅野裕美
総務広報委員会

委員長 熊谷勝弥
会員拡大・会員開発委員会

会員開発委員長 千葉晴一
会員拡大・会員開発委員会

会員拡大委員長

　この度、社会開発委員会委員長を拝命
致しました小山裕貴です。
　私達社会開発委員会では、一関夏まつり
期間中に行われる「二代目時の太鼓大巡行」
と市内の青年団体との連携を通して社会開
発を行う事を目的としております。
　二代目時の太鼓大巡行は 40 年の伝統あ
り、多くの市民の方々に参加頂き、盛り
上げてまいります。その為に、我々自身
が 40 年の歴史の重さを感じ、参加して頂
いた皆さまに来年もまた参加したいとい
う思いを持って頂ける活動を行います。
そうすることで今後の参加動員に繋げ、
時の太鼓の周知に繋げてまいります。
　また市内には我々と同じ青年団体があ
ります。そのような青年団体と連携を図
り、若者達が率先し街づくりについて考
えていただくための機会を創出いたしま
す。その機会を創出することで、街づく
りに興味を持つ若者が青年会議所の活動
に触れ、共感頂くことで会員拡大にも繋
がるものと考え、一年間青年会議所運動
を展開してまいります。

　総務広報委員会では、理事長の想いで

あります「新化」をうけて『「とびら」

を開こう！発信こそが理解を深める』を

スローガンに掲げ、メンバー間の理解を

深める情報共有の強化、対外への青年会

議所活動認知度を高めるための情報発信

とし、特に先輩方が築きあげた宝の一つ

であります対内誌「とびら」を青年会議

所だけではなく SNS 等で広く広める事

は、青年会議所の認知及び家族の理解、

会員拡大に繋がると考え、青年会議所の

活動を魅力的に発信し対内外の理解と協

力が得られるように努め、「とびら」の

発行が確固たる事業となるようシステム

を確立し次に繋げていきます。

　私にとりまして、ラストイヤーとなり

ます本年を理事長のお言葉をお借り致し

まして、「ガムシャラにやってみよう」「で

きない理由はない、できる方法を探そう、

できる努力をしよう」を信条とし本年が

「自己成長」の１年になればと思ってお

ります。

　この度会員開発委員会をやらせていた

だくにあたり、私自身入会したてでいま

だ、青年会議所とはどのようなものか青

年会議所とは何をすべき所なのか分かり

切れておりません。だからこそ私自身が

率先し多くの事を学び、気づき、行動す

ることで青年会議所を知り、今年一年を

「人財育成」、「自己成長」の一年と位置

づけ一人一人が前向きに直向きに行動を

起こすことで自分を変え、自分が変わる

ことで周りが変わります。

　研修会や勉強会などを開催し学びや気

付きをメンバーと共有することでメン

バーと共に成長し、私自身の一歩、メン

バー一人一人の一歩が、一関青年会議所

の新たな一歩に繋がると信じ、活動を

行ってまいりたいと考えております。

　また、同委員会でもある会員拡大にも

力を入れ、共に学び競い合えるメンバー

を増やし皆で切磋琢磨し、この一関のさ

らなる発展の一翼を担えるよう一関青年

会議所は成長してまいります。

　今後数年で卒業を向かえるメンバーが
多く会員の減少により事業規模の縮小を
余儀なくされ、これまでのような活動が
困難になります。一関青年会議所が発信
力ある組織として発展していくために
は、会員拡大が必要不可欠であります。
今までのような個々の拡大活動には限界
があり、今後は一関青年会議所全体で会
員拡大に取り組む必要があると考えてお
ります。一関青年会議所全体で取り組む
には、まずは新規候補者の選出や過去の
候補者リストの精査を行い、確実に入会
に導くために候補者に適した最前の勧誘
方法を考察いたします。拡大についてこ
れまで以上の情報共有をする場を積極的
に設けることで一関青年会議所全体の意
識も高まり、個々の拡大活動から一関青
年会議所全体の拡大活動へと変わり、大
きな成果が生まれます。また、県南地域
で活躍されている青年へ私たちの魅力を
伝え、今年度は 10 名という目標を掲げ
会員拡大に繋がる企画の運営に全力を注
いでいきます。
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2017年度
（一社）一関青年会議所

できない理由はない！
できる方法を探そう！
できる努力をしよう！

・会員拡大の実践
・会員の資質向上
・外部への積極的な発信
・地域の活力へと繋がる夏まつり事業
・笑顔を溢れる青少年育成事業
・関係諸団体との緊密な連携

佐藤　　哲 平成16年入会

勤務先／和酒 Dining もんど
☎0191-21-8628

菅原公正 平成22年入会

勤務先／公正司法事務所
☎0191-34-5808

阿部　　徹 平成22年入会

勤務先／㈱セイコウ　代表取締役
☎0191-33-1288

佐々木豊 平成27年入会

勤務先／㈱大誠商事　取締役　
☎0191-33-1288

髙田慎平 平成27年入会

勤務先／㈲光成工業
☎0191-24-3211

熊谷勝弥 平成27年入会

勤務先／㈲グリーン総業　取締役
☎0191-62-2412

千葉晴一 平成27年入会

勤務先／ソニー生命保険㈱ ライフプランナー
☎022-296-5472

足利哲也 平成23年入会

勤務先／㈱足利工業　専務取締役
☎0191-72-3341

阿部勇太 平成24年入会

勤務先／㈲東和警備保障　社長付

小野寺正人 平成27年入会

勤務先／㈱ドラゴンゲート

☎0191-24-3839

石川　　晃 平成23年入会

勤務先／五エ門一関店　店主
☎0191-21-5155

☎078-333-9797

平間正宏 平成23年入会

勤務先／㈱平間燃料
☎0191-23-4848

阿部真岐 平成22年入会

勤務先／スナック　Ageha　オーナー
☎0191-21-4234

伊勢田奎 平成27年入会

勤務先／㈱岩手日日新聞社
☎0191-26-5111

浅野裕美 平成27年入会

勤務先／㈲古戦場商事　専務取締役
☎0191-25-2500

小野寺康 平成22年入会

勤務先／一関 八幡神社　宮司
☎0191-23-2906

小山裕貴 平成24年入会

勤務先／㈱おやまケアサービス　代表取締役
☎0191-48-3008

阿部　 諭 平成27年入会

勤務先／Swal.Low
☎0191-26-6633

佐藤大樹 平成28年入会

勤務先／サトウボデー
☎0191-43-4190

小野寺伸吾 平成28年入会

勤務先／㈱デクノボンズ　代表取締役
☎0191-75-3096

千葉洋平 平成28年入会

勤務先／サカイ工業㈱　代表取締役
☎0191-25-6110

畠山武将 平成24年入会

勤務先／㈲幸栄鉄工建設　専務取締役
☎0191-23-7881

熊谷　　康 平成25年入会

勤務先／熊谷商事㈱　専務取締役
☎0191-31-1533

鈴木陽介 平成25年入会

勤務先／㈱平野組
☎0191-26-3711

蜂谷悠介 平成25年入会

勤務先／㈱京屋染物店　代表取締役
☎0191-23-5161

佐々木朋和平成24年入会

☎0191-47-2341
勤務先／㈲げいび観光センター 常務取締役・岩手県議会議員

小山始彦　平成25年入会
勤務先／ふらり　店長

☎0191-23-3912

中村雄介 平成25年入会

勤務先／㈲大七　専務取締役
☎0191-23-2230

鈴木　哲 平成25年入会

勤務先／鈴木哲社会保険労務士事務所
☎0191-48-3657

佐原　　翔 平成27年入会

勤務先／㈱佐原
☎0191-33-1111

阿部賢太郎 平成28年入会

勤務先／一関信用金庫 駅前支店
☎0191-26-2022

千葉太郎 平成27年入会

勤務先／明和土地㈱　取締役
☎0191-23-1513

曽根　 誉 平成26年入会

勤務先／（同）わらう月　代表
☎0191-21-3943

2017年度　一般社団法人 一関青年会議所 会員

直前理事長

理事長

副理事長

副理事長

副理事長

副理事長

常任理事

監事

専務理事

常任理事

青少年育成委員会  委員

青少年育成委員会  委員 社会開発委員会  委員

社会開発委員会  委員長

社会開発委員会  副委員長

社会開発委員会  委員

社会開発委員会  委員

社会開発委員会  委員

総務広報委員会  委員長 （一社）一関青年会議所事務局
TEL 0191-23-8639
FAX 0191-23-6451

E-mail  iseki78jc@mx4.et.tiki.ne.jp

会員募集
　私たち一関青年会議所は、明るい豊
かな社会を築きあげるという理念を掲
げる20歳から40歳までの青年経済人
の集まりです。さまざまな活動を通じて、
社会への奉仕、人々との出会いによって
友情を得ることができます。お気軽に
お問い合わせ下さい。

外部監事

青少年育成委員会  委員長

青少年育成委員会  委員

青少年育成委員会  委員

青少年育成委員会  副委員長

会員拡大・会員開発委員会  委員

会員拡大・会員開発委員会  副委員長

総務広報委員会  副委員長

総務広報委員会  委員

会員拡大・会員開発委員会  会員開発委員長

会員拡大・会員開発委員会  会員拡大委員長

会員拡大・会員開発委員会  委員

事務局  事務局長

事務局  事務局次長


